
 

 

 

   宮崎大学支部ニュース   ＮＯ．２ 

     ２０２０．２．３      宮崎公務公共一般労働組合 

                     ＴＥＬ 0985-22-6829 

 

  団体交渉で大学側が選考による無期転換実施を表明 
                                                   

  希望者全員無期転換と４月１日実施をめざします 

   

 公務公共一般労組は宮崎大学支部をつくり、宮大教組と連携して、５年務め

た非正規職員を雇い止めせず、労働契約法に基づく無期転換（期限の定めのな

い労働契約に転換）を行うよう要求し、団体交渉を継続しています。 

 第４回団体交渉は１月１７日に行いましたが、大学側は前回回答の「試験に

よる正規職員登用及び無期転換実施」を説明不足だったとして、「無期転換に

ついては選考とする」と回答しました。また、｢３年雇い止め」の期限を延長す

る要求については「検討にもう少し時間がほしい」と答えました。 

 この交渉により宮崎大学における無期転換制度導入はもう一歩のところまで

来ました。非正規職員の皆さんの声が大学側方針を変更する力になっています。

引き続く交渉で一緒に大学側に要求し、「無期転換の今年４月１日実施」を実

現し、「３年ないし５年雇い止めルール」を撤廃しましょう。 

 

 「希望者全員無期転換」「３年雇い止めルール廃止」 

  をめざす話を聞いてください 

 

 大学側との交渉によって、①労働条件が質的に改善される正規職員は登用試

験を行う、②無期転換については、応募する非正規職員について選考（これま

での勤務実態や健康面など）を行う、③無期転換実施の規模及び実施時期につ

いては、引き続き交渉する、④「３年雇い止めの延長」についても、引き続き

交渉する、ことになりました。１年前に交渉した時点で大学側は「財源問題か

ら無期転換実施は難しい」旨の回答をしていましたから、大きな前進です。 

 多くの職員が要求すれば、「希望者全員の無期転換」や「３年ないし５年の

雇い止めルール撤廃」が実現できます。まず、無期転換及び「雇い止めルール」

の問題点やその改善についての実現性などに関する話を聞いてください。 
 

 

           次回「非正規職員懇談会」 
 

 ２０２０年２月２８日（金）１２時１５分～１２時５０分 

 場所：宮大教職員組合書記局（場所は変更になることがあります。） 

  どなたでも参加できます。弁当の準備の都合から上記にＴＥＬを。 

 



 

 

 

 


